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長芋の栽培に関する研究 (第8報)

作条施肥による長芋の崎形根の発生

沢田英

八鍬利

τfo.* 
仁I

民日本

Studies on the Cultivation of Chinese Yam.く3)

On the Malformation of Tuberous Root resultant 

from Fertilizer Placement 

By 

Eikichi SA W ADA and Toshiro Y AKUW A 

緒言

長芋の塊根(食用に供jる部分)は一本の担棒状を

呈するのが普通であるが，実際岡場で収穫するものの

中には種々なる程度の崎形根が含まれている場合があ

る。かくの如く崎形根が生ずると，反当収量が減ずる

のみならず販売に際しては市場価絡に大き〈影響し，

更に甚だしいものは販売不能となる場合もあり，栽培

家にとっては致命的損害を受けることも少くなし、。従

って如何にして崎形根の発生を最少限度に留めるかは

長芋栽培上大きな問題となってし、る。筆者等は栽培学

的見地より，これら崎形根の生図に就いて観察を進め

ているが，生産者の圃場に生ずる崎形根の中には作条

施肥が主因と考えられる場合が少くないようである。

即ち，種芋を植込む直前に肥料(基肥〕を作条に施

し，この肥料層の実上に種芋を置く方法が今なお慣習

的に広く行われているために，新生芋はその発育の初

期に肥料屑を貫通することになり，その際新生芋の生

長点が阻害されて分岐その他の崎形の国を成すに至る

ものと推定される場合か少くなし、のである。又，長芋

の吸収根は地表近くに広く分布する点からも肥料を種

芋の下に施すことは合理的な施肥法とは考えられな

*北海道大学政学部国芸学第一教室

い。かかる観点より施肥法と崎形芋の発生slV:びに収量

との関係について二三の試験を行ったのでその成績の

概要を報告し長芋栽培の参考に供する次第である。

尚，本試験を実施するに当り，調査には斎藤せつ子

氏の協力を得た。又本研究の一部は文部省科学研究費

によって行われた。ままに記して厚く謝意を表する。

I 作条施肥量と崎形根の発生との関係

1. 材料及び方法

先ず作条施肥(つまり種芋の真下に肥料屑をつくる

こと〕によってどの程度の崎形芋が生ずるものかを確

かめる目的で第1表に示す如き試験区を設計し 2ヶ

年反復試験を行った。

;1:;l:z;;!)1;;;;'55 
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A 区(官(lJ肥区)は砲芋のt[下に!肥料Ji"iを作らず，
極苧の柏i今後新たにその(HlIブ']5寸の枕l?tに 3.5寸税

度の作条を切って施肥し，よくニu実と混和した後桜ニトー
した。又 B 区以下の作条施肥区は第 1[玄|に示す-yJIく

深さ 7寸の作条を作り，所定量の肥料と土壌をよく混

和した2寸の肥料照を最下府とし，次に厚さ 1寸の問

土府を作り，その上に予め俄芽せしめた種芋を，芽が

作条の中央に来る様に~v.べて後援土した。

施肥長は反当硫安30貫，過石18貫，硫1J日8貫(成

分量で N6貫，PzO， 3貰，KzO 4貫〉を標準とし，

作条施肥区はその 1/8，1/4， 1/2， 1， 2及び 4倍の

肥料を夫々作条に施した 6区を設けp 側肥区は上記標

準量の肥料を前述の如く作条側方に施した。

第1図作条施肥区の施肥法

度に不定芽を催芽せしめたものを使用した。

111i1場は北海li1大学政学部附属lb1E菜闘の・部をJfJv、，

同年とも，陛1112尺5寸，株間 1尺の 1区 36ケ体と

し 2回反復試験を行った。極芋の柚A込みは 1954年

は7月6日， 1955年は5月 28日であった。

2. 試験成積

(1)努芽 第2図は 1955年度に於げる発芽開

始より発芽揃までの毎日の発芽累積曲線を示したもの

である。この図に明らかな如く，各区共ほぼーせいに

発芽を開始したが，発芽揃は区によって可成りの差が

認められた。f!IJち，作条施肥量の少ない C 区及び D

区は側肥区と殆んど同様の曲線を示すが， E 区では

やや発芽不良の傾向ぷ見られた。更に施肥量の多い

F区及び G区では発芽が緩慢で，発芽揃が他区に比

し著しく遅れ，施肥量の最も多い G 区では最後まで

不発芽に終ったものが G 区全個体の 22.2μ あった

(第3表参照)01954年度の成績に於ても同様の傾向

が認められたが，不発芽率は何れの区も 1955年度よ

り大きく E区で 10.3μF区で 20.6μ であった

(第2表参照〉。

前述の如く種芋は砂中で催芽したものを使用し，且

極芋は札幌市琴似町産の形状の正しい 400g内外の つ植込みの際切口には充分注意して切断面の癒傷を確

塊根を 30gの切芋とし， 温室内砂中にて 0.8cm程 かめて後植込んだ。従って悶場に於て作条施肥区に現

100 
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第 2図 各区の発芽累積曲線
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われた発::J'の不良は，磁芋の腐敗によるものではな かもその発生寺くは施JJB量:の多い区担大となる傾向が認

く..~&形成された不定芳が肥料の影響(特に i多透 められた。/1市|狩HJ3f;[if微のものを加えた抑制三本の総計

[Uを受けて正t日ipな発行、が出来す，二1'，以rl.1で生長を1'/1 ではその出きは ・J¥f，ji大きく， ill'JJj白区の1.5μ に対し

11"されたものと三与えられる O この事実は{午条に多量に て|可呈の肥料を作条に;をした E 区では 26.5~;;に迷

施肥することは発穿そのものにも有~~~ i:であることを物 している。しかして E 区より施!I目最の多い F 区に

諮るものと云えよコ。 於ては 20.6~;，で崎71~"Íミは E 区より小さくなってい

(2) m奇形根の発生率 茎策が殆んど褐変した時 るが，この区では前述のtmくJl1に発芽の際に阻害作用
期 (10月下句)に新芋を塀り取り，崎形芋の発生率及 をうけているため不発3F予が大きく，従って正常芋の

びi又量を調査した。調査に当り崎形はその程度によっ 率は矢張り作条施肥量のEをも多L、FI玄に於て最も小

て軽微なものと完全分岐とに区別したo E(jJち経倣とは なる値を示している。

肥料脳の部分で新芋が分校又は突起を生す、るも兎に角 1955年度に於げる成績では('i'0表)数値に多少

1本の芋として認める事が出31ぐるもので，等級はドつ の差はあるが，傾向は 1954年度と全く向」ど見るこ

ても販売に供し得る程度のものを示し，完全分伎とは とが出来ょう。この年は B区 0/8区)を除いて新

沼3凶に示すはにJfilia部で完全に分岐し，もはや販売 たに G区 (X4区)を加えたが，施肥量の最も多い

不能と思われるものを示す。第 2) 3 表は附 71~の発生 この区では託々成績が感心不発芽率 22.2~;;，間奇形

率についての成績を取絡めたものである O 率実に 61.1ヲ6に達し正常形芋は僅か 16.7ガしか生

第3図 作条施肥によって[1'じた長芋のIH与)1，，"#

まず 1954年度の成績を見るに(第2表)販売不能 産されなかったことは注[j(こ{止することである。;~~4 

と見なされる完全分l技芋は似IjJJ巴区には全く生じなかっ i玄|は 1954年度に於げる各区の不発芽及び崎形率の北

たのに対して，作条施肥区ではすべての区に生じ，し 較を示したものである。

第2表作条施JJ巴室と不発芽及び 第3表作条』削巴量と不発芽及び

A. 

B. 

C. 

D. 

E目 6・3・410.3 

ド:奇形発生との関係(1954) 奇形発生との関係 (1955)

ρ/ 
/ρ 

1目5

14.7 

8.8， 17.6 

26目5

36.8 

41.2 

商品 J己 主客

生全|
経微 l 分岐!ロ十

ρ 0/ ρ 0/  0/  
"/0 /0 "/0 /0 /0 

I 97.2 2目8i 0 I 2.8 i 2.8 

C. 1/4 i 2.8 80.6 8.3 8.3 16.6 I 19.4 

D. 1/2 I 0 72.2 16.7 11.1 i 27.8 27.8 

E. 6・3.4 5.6 50.0 19.4 I 25.0 44.4 i 50.0 
F. x2 5.6. 

G. x4 22.2 
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第4図作条施肥量と不発芽及び

崎形発生との関係 (1954)

% 

岡市i1 投 li崎)杉
完全分岐)

不発芽

第5図 作条施肥量と収監との関係(反当貫)
(1955) 
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(3) 収量 第4表は 1955年度に於ける収量調 100 

査の結果を取栂めたものである。この表に於げる崎形

とは軽微の崎形を示し，市場価値のない完全分岐芋及

び重量 200gラ同前の小芋を含めて屑芋の墳に一括し

た。又一本芋重とは屑芋を除いたものについての 1本 どの区よりも勝っている。その理由としては長芋の根

平均重量を示す。まず販売の対象となる正常形芋の収 系に就いて一考する必要があろう。即ち長芋の根には

量を見ると A 区(側肥区〉が最高で， C区以下の作 新生芋の発生部より生ずる吸収根と芋の全面ーから生ず

条施肥区ではその施与量の増加に伴って反収が減じて るすf謂緊根の2積があるが，主として肥料成分を吸収

いる。Iljlち A 区を 100なる指数で表わすと C区以 すると考えられる吸収根はその俗んどが土壌の表面に

下は順次 80.3，72.7， 42.4， 34.5及び 4.7となる。 近い部分;こひろく分布するから，種芋の下に施肥した

同量の肥料を与えた A，E両区を比較するに，作条に 場合は与えられた肥料成分は充分に吸収利用され得な

施した E 区は，種芋の側方に施肥した A 区の半分 いのではなかろうか。

にも満たない 42.4μしか正常芋の収量がなかったこ なお，作条施肥区間の一本芋重では D，C，E，F，G 

とは注目に値する。正常芋にE奇形及び屑芋を加えた総 区の順で前3区間には大差は認められないが，施肥量

収量に於ては A，C， Dの3区間ではその差は少ない の多い F 区及び G 区に於て 1本芋重も著るしく減

が，施肥量の多い E 区以下ではやはり減収となって じているのは，一見矛盾する如く忠、われるが，多肥区

いる。第5図はこれらの関係を示したものであるo では肥料の害作用を受けて発芽が著るしく遅れたこと

次に 1本芋重について見るに，側肥区は作条施肥の と，崎形にならなかったものも塊根の正常な発育肥大

第 4表 施肥J去及び施肥量と収量との関係(1955)

¥¥項| 反 当 収 量 1 一本平均重
区¥¥ 目 1-一一一「ー←一一
名¥¥J正常形芋|向指数!崎形 l屑芋!総計|向指数|重量 i同指数
i 貿 貫 l 貫 l 貫 g 1 

A. 側肥 1526.3 1 100 12.5 1 24.21 563.0 1 100 1 462.6 1 100 

C. 1/4 1 422.61 80.31 21.21 95.31 539.1 1 95.81 415.01 89.7 

D. 1/2 1 382.8 I 72.7 I 57.2 I 99.3 I 539.3 I 95.8 I 424.3 I 91.7 

E.6・3・4 1 223.3 I 42.4 I 98.4 I 157.8 I 479.5 I 85.2 I 395.8 1 85.6 

F. x2 I 181.引 34.5I 42.1 I 146.2 I 370.0 I 65.7 I 295.2 I 63.8 

G. x4 24.9 I 4.7 I 77.4 I 168.6 I 270.9 I 48.1 I 218.5 I 47.2 
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が妨げられたためと考えられる。

1954年度は種芋植込が 7月6日であったため新芋

は充分に肥大することなく発育停止ーしたので収量の調

査結果は割愛する。

11. 作条施肥に用いた肥料の種類

と碕形率との関係

1. 材料及び方法

前項の試験に於ては肥料はすべて硫酸アンモニア，

過燐酸石灰，硫化加里を一定の割合(成分量で N:

P205:K20=6: 3:4)に混合したものを用し、，その混合

物の作条施肥量と崎形発生との関係を検討した。従っ

てこれら三種の化学肥料の中，どの肥料が崎形の発生

に大きく影響したものかは明らかでなし、。本項に於て

はこれらの点を解明する目的で第5表に示す如き 9区

を設けて崎形の発生率を比較検討した。

即ち， A区(側肥区)は硫安，過石，硫加の三種

共作条の側方に施し， B，C，D の三区は一種のみを作

条に施すが他の二種は側肥とし， E，F，G 区は二種を

作条施肥，競りの一極を側肥とし， H 区は三種共作

条施肥とした。又 I区は H区同様作条に三極の化学

肥料を施した他，祁月巴を反当 300貫の割合で作条に加

えた。作条施肥;及び悦i方施肥の方法は前項と同様であ

る(第1図参照)。

尚，肥料の影響を明瞭に出すため，施肥量は前項標

準量の2倍(つまり前項の F 区と同量)とした。

畦rjJ3尺，株間 1尺で l区 36ケ体とし 2固反復

試験を行った。種芋は前項同様 30gの催芽芋を用い，

1957年6月 17日に植込んだ。

2. 試験成績

不発芽及び崎形芋の発生率を調査した結果は第6表

及び第 6 図の如くであった。まず A 区 ({~Ij肥)を見

るに，この区では前項同様不発芽及び完全分岐芋は全

く見られない。これに対し，作条に施肥した B 区以

第 5表試験区の設計

施 肥 法
区名 記 J開ワa 施 ~l'! 量

作 条 但4 方

A 1l¥1J 月巴 硫安・;I[歯石・硫加

B N 硫 安 過石・硫力日

C P ;邑 石 硫安・硫カワ
反当

D K 硫 力日 硫安・過石 硫安 60貫

E N'P 硫安・過石 研u 主日 過石 36賞
F N.K 硫安・硫力日 過 石

G P.K 過石・硫力日 硫 安 硫加 16貫

H N・p・K 硫安・過石・硫加

I 堆 +N・p・K 堆肥・硫安・過石・硫加

第6表 作条施肥に用いる肥料の種類と崎形発生との関係(1957)

寸午
崎形率

不発芽率
不発芽率正常形芋率

軽微完全分岐 計
+崎jT;率

A.側肥 0 予五 94.4予6 5.6予五 。予五 5.6予五 5.6予五

B. N 8.3 2.8 11.1 77.8 88.9 97.2 

C. P 2.8 77.7 16.7 2.8 19.5 22.3 

D. K 2~8 16.7 44.4 36.1 80.5 83.3 

E. N.P 5.0 5.0 10.0 80.0 90.0 95.0 

F. N'K 9.4 3.1 3.1 84.4 87.5 96.9 

G P'K 2.8 11.1 25.0 61.1 86.1 88.9 

H. N・P'K 5.0 2.5 12.5 80.0 92.5 97.5 

1. :Iit十N・p・K 5.6 2.7 2.8 88.9 91. 7 97.3 

下の区ではすべての区に不発芽及び

完全分岐芋が発生している。しかし

てその被害の程度は区によって著し

い差が認められる。即ち，作条に過

石を単用した C 区では極めて被害

少く，不発芽，完全分岐共に僅か

2.8 :J&で， 77.7μの正常形芋を生

産しているが，硫安単用の B 区の

場合は， 不発芽 8.3::&，完全分岐

率 7.78μ に達し，硫安，過石，硫

加を共に作条に施した H 区とほぼ

同程度の被害をうけている。硫力日単

用の p区では B 区と C 区の中
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第6図 作条施Ij巴1こJIJ¥，、る!氾料の同4類ど凡なJi三予告'Ieとの1¥'11系(1957)

経 i投¥，'
...-J-，. /、守、川 il，r，:ilfチ
ノ-c.3:ーノJ11~ム( I 

不発芳三

第7図 I区(唯肥十N・P'K)に生じた思端な的ちの一例

間の被害率であった。 合の他，不良系統，土壁，病虫害，不定芽の形成位置

次に二訟の肥料を作条に;包した場合の完全分岐率 等種々なる場合が考えられる。しかし本試験に用いた

は， NK， NP， PK区のi阪で，やはり fDIE安の入らない 1%.芋は可成り敗密にj勾くしてきた優良系統であるから

PK区が他の二区に比しはるかに被害が少なかった。 遺伝|勾(こF奇形の生ずる懸念は少なし試験;こ供した国

又作条に化学肥料の他， J1tH巴を加えた I区では， 88.9 場はfnJれも光年長芋をーイFして堀取りの際約3尺の深
μという最大の完全分岐率を示し，その筒形の程度も さに天地返しを行っているので下層部までたIー膨軟な

~~ 7凶に示す立[1く，司[:ft巴医iに添って横這いになる等， 土質であった。ヌ，成育期間:::::通じて的形の原因とな

長芋と忠、われぬ様な(むしろ塊収t，]Hこ返し、)奇異なli5 る様な病虫害の発生:土認められなかった。更に怒芋は

状のものも見られた。 前述の如く{花芽したものを用V'，植込みの際，不定芽

III. 考 間
'"ミー

が極芋の州国に位置するj僚に置いたので，これが分岐

の原因となることは考えられない。しかしてくり粥

;長芋の匝奇形恨の生悶としては，肥料の影響による場 取った筒形芋を見るにお3国に示した立nくp 分岐の位
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置が施H1'.\佼Il~J~ と大体イ文している。(2)試験成績に

切らかな立uく，作条の施JJ巴量とl筒形の発生率との1切に

は明らかな相関が見G;jcる。(3)本試験で生じた完

全分岐"tミを翌年iJ1l1JJI3栽lic.したところ第 8f:!<:lに示す立1，く

完全に正市:115よそ芋にもどった。以上の 3点より本試験

に於て生じた不発芽及び的:lf5は-=l~.として作条旗肥の影

~i~によるものであると解し得るところである。何れに

せよ本試験iこ於ては，日r!.jjl三率の発生程度に年J5rによる

多少の去;廷は見られたが， [f23之が 2~~ JlE: として使用して

いる程度の施肥量に於て 20乃至 50';.bの筒形を見た

ことは実際問題として注目;こ値することである。又第

二項に於ける試験の結果から化学肥料として一般に用

いられる琉1X，極右， 1日L加の三極の中ではT0ft安を作条

施肥した場合1);最も筒形を 11.先発する惚れが大きく，お:i
力日，過石の !I~"lで影響は小さえなることが知られた。

第8181 作条施JI山こよって生じて
日i約三二子の次代 (1956)

第 3 図 lこ示した程皮の的 31三 Tlむ I~居土の良好

な悶場に側iJtL:で植込んだもので， rJrr年の立IJき

筒形は生じなかっに。このことから前年)支の

i均月三は突然変異の如き遺伝的性質のものでは

なく， ff'条施肥が涼図で生じたものであるこ
とが立証されよう。

以上の成績ーより，従来栽培者の問に!よく行われてい

る作条施Il巴は，その純Il巴量の多し、場合は不発31:及び著

しい1I碕形芋の発生を見る'irriれがあり，又筒形の生じな

い程度の少量施)J巴の場合でも，同長;の肥料を種芋のIllli

方に施すよりも収量が減ずることが切らかとなった。

従って長芋を栽培するに当つては，作条施日巴は合理的

な泌ntL:法とは云い泣く，肥料は種芋のiHIJブjに施すこと
が望ましい。

IV.摘要

作条)Ji[i}j巴と長芋のm奇形発生どの関係について試験を

行し、次の刈ji'"結果を得た。

( 1 )託手の側方に施肥する場合はur!.i形は裕んど生

じなかったが， {fj" 定)]在日巴を ff\ど、，その 1~~上に郁子を泣

くときは，すべての尽に不発芽及び硫々のね度のI1筒形

を生じた。しかして， J!i!!lJI3量の多いIX程その被害は大

きかった。

(2) 反当収量及び1三f.:芋llI，j~ にIllil肥区が最大

で，f!r:5kJAu日目区間では施肥長の大なる区程J、iJって収廷

はが主じ'rこO

(3) 作条11五inl3~こ mいる肥料のHllòflilによって，被害

の程度に大きな差か認められた。 L~I] ち， fiJIT:~どを用し、た

場合が最も!I!奇形をYj7t'1-る惚れが大きく，硫加，過石

の)I~'Hこ影響は小さかった。

(斗〉 以上の成績より，長芋を栽情するに当つては

作条抱Ij巴は合Jl目的なJ在日巴法とは解し'miく，肥料は極芋

の Iftll プ'i~こ ;jÍli すことが望ましい。

ResUlll岳

In the p1'evious pape1'， the w1'ite1's 1'eported 

that the soft and unif01'm st1'ucture of subsoil 

is the most desi1'able facto1' 1'01' the g1'owth of 

Chinese yam. But even unde1' such ideal con-

dition， many malfo1'med tuberous roots have 
occasional1y been found which suggesting this 

to have something to do with the fertilizer 

placement. Acco1'dingly expe1'iments have been 

conducted in o1'de1' to clarify whether this is 

in fact the case 

Seed-pieces were sown in the field of soft and 

uniform character， and fertilizer W3.S applied 
in a band beside (plot A) and beneath (plots 

B，C， …・・・，1)the seed pieces. 

The 1'esults obse1'ved may be summarized as 

fol1ows: 

1) When the fertilizer was applied beside 

the seed pieces (plot A)， general1y no malfor“ 
med tube1'ous roots were formed. Hence， the 

yicld of normal tuberous roots in this plot was 

the highest of all. 

2) Malformation was most1y found when 
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the chemical fertilizer was placed beneath the 

seed pieces (plots B， C，......， I). In this case， a 
close parallelism was found between the per-

centage of malformed tuberous roots and the 

quantity of fertilizer placed under the seed-

pleces. 

3) In experiments where the chemical fer-

tilizer is applied， not combined with others， 
but separated individually each other， its e妊ect
on the production of malformation varied with 

the kind of fertilizers used. Of the three che-

mical fertilizers tested， the e妊ectwas most 
striking with ammonium sulphate， least with 
potassium sulphate， calcium-superphosphate 
being intermediate between them. 

4) From these results it is evident that 

placement of the chemical fertilizer under the 

seed-pieces is directly connected with the occur-

rence of the malformation of Chinese yam. 

Hence， in the cultivation of that plant， it is 
recommendable to a apply the fertilizers to the 

side of the seed-pieces. 


